
 

月夜の晩に瑩山禅師は弟子の峨山禅師に、「お前は月が二つあることを知っ

ているか、どうだ」と尋ねました。峨山はその時は不意の事で、直ぐに答えが

出て来ませんでした。瑩山は、それでは私の仏法は継げないなと言ってその場

を立ち去ります。峨山は、この二つの月の問いに答えるべく為に厳しい坐禅修

行を重ねました。それから三年が過ぎたある日の事、月夜の下で夜座（やざ）

をして深く禅定に入った峨山に、瑩山が歩み寄って耳元で一度指をパチンと鳴

らしたのです。この瞬間、峨山は大きな悟りを得た、と伝えられています。 

 これは二つの月→両箇の月（りょうこのつき）と呼ばれる禅宗では有名な問

題です。両箇の月は公案と呼ばれ、禅の大切な問題ですが、解答は各修行者が

それぞれ自分なりの答えを見つけるべき物なので、これが正解ですという様な

答えはありません。瑩山が月は二つあると言われたのは、天空に輝く月（仏）

と同じ様に、あなた自身も月（仏）なのだと言う事を、弟子の峨山に悟らせた

のです。この二つの月の逸話は、一般的にはこの様に説明されてきました。 

月は、仏或いは仏心を表し、もう一つの月は月を見る我々自身にその月＝仏

が映り込んでいて宿っている。二人の二つの月を巡るやり取りは、その場その

時でなければ成立しない師匠と弟子のやり取りです。言葉では説明出来ない様

な、瞬時瞬間の心の働きこそが、峨山の大きな悟りに繋がっています。それも

師匠と弟子の応酬ですので至極当然であり、自然な話と思われます。言葉によ

る説明はあくまでも、言葉の範囲の物でしかない事を理解する必要があります。 

天空に輝く月と自らが宿している月、この二つの月の問いに大悟して、後に

峨山は禅の歴史に大きな足跡を残されたのです。二つの月の問いから今年で７

２２年が経ちます。月は常にその光を私たちにありのまま照らしてくれます。

この二つの月の問いを通して、自らの辿って来た道を振り返り、更に今後どの

様な人生を歩んで行くべきかを考えるという事は、私たちにとってとても大切

な事だと思います。的確に状況を把握し、丁寧に考え、確実に行動する、皆が

そんな人生であって欲しいと思いますし、自分自身もそうありたいと思います。 

 

ある夜、師匠の瑩山禅師（けいざんぜんじ）は、弟子の峨山禅師に問いかけ

ました。「汝（峨山）、月に両箇（二つ）あるを知るや」その様に尋ねられても、

眼に映る月を唯一の存在だとしか理解出来ない峨山は、言葉の意味を理解する

事が出来ませんでした。二つの月とはどういう意味なのか？瑩山は、「月に両

箇ある事を知らざれば、宗門の仏法を嗣ぐ者にはなれない」と峨山に一層の弁

道精進を指示されました。既に３年の月日が過ぎようとしていたある夜、冷た

く冴え渡った空気と寒気の中で、月の光を浴びて峨山は坐禅をしていました。 

彼の心境一段と深まったことを看取（かんしゅ）された瑩山は、静かに傍ら

に歩み寄り、彼の耳元で指をはじかれたのです。弾指（だんし）一声、それは

峨山の心に大音響となって響きました。二つの月の公案を貰って参禅を続けた

峨山は、月光の下で坐禅をしていた鎌倉時代の正安３年（１３０１）１２月２

３日の夜半に２６歳で大悟しました。この様子について、諸伝は精神、肉体な

ど全ての執着を離れて、差別のない自由自在の境地に達したと伝えています。 

無門慧開の「趙州無」の公案と同じく、徹底無の境界において、月と自己、

師匠と弟子（自己）という、相対した観念の世界を脱し、あらゆる存在が自己

と一体になった、正に対立観念の無くなった悟りの境地に達したのです。しか

しこれは悟境であっても、色即是空という一面に過ぎません。峨山は師匠から

の弾指の一喝によって、空即是色という現実の世界に回帰されたのです。すな

わち色即是空が一箇の月だとすれば、空即是色がもう一箇の月だったのです。 

仏教の開祖お釈迦様は、インド菩薩樹の下で正覚されました。色即是空の大

覚醒でしたが、次には樹下の坐を立たれて教導の道に踏み出されました。この

心が即ち空即是色です。悟りの世界、すなわち空の世界と現実の世界、すなわ

ち色の世界が正に一体とならなければ真の悟りはありません。どんな深遠な悟

りであっても、それが日常生活の場で実際の菩提心として機能しない限り、悟

りの真価を発揮した事にならないからです。現今の世相の混迷は、人々が心を

置き去りにして、物の豊かさだけをひたすら追求して来た結果だと言えます。 
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